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調査報告　十五郎穴横穴群出土ガラス小玉の分析　（鎌田 涼）

「私的茨城考古学外史－遺跡・人 出会いと別れ－」　第 12 回　発掘三昧への道　県内編 7　（瓦吹  堅）

馬渡埴輪製作遺跡発掘 60 周年
横穴墓を歩く㉞　熊野堂横穴墓群　（鴇崎 哲也）

ワンケース・ミュージアム 63　住居跡に残された灯明具 遺跡めぐり　大悲山石仏を訪ねて

ワンケース・ミュージアム 64　十五郎穴出土の玉類 のぞき見、展示室⑩   ガラス小玉

歴史の小窓㉝　形見？ 鎮具？ 埋文センターの日々　2025 前期 ほか

博物館実習とキャリア探検ラリー　　ひたちなか市埋蔵文化財調査センターの夏の恒例事業は，
学芸員資格を取得するための博物館実習です。2025 年度は，考古学専攻の 2人の大学生が参加し
ました。また，今年の夏休み期間中は，博物館実習に加えて，市内の小中学生を対象とした「キャ
リア探検ラリー」という職場体験事業も加わりました。今年はこの 2つの事業をあえて同時期にし
てみました。博物館実習生には前日学んだセンター内のバックヤードツアーの解説をお願いし，キャ
リア探検ラリーの受講生はその説明を熱心に聞いていました。博物館実習生の説明を聞いていると，
職員とは違った視点で解説していて，職員も勉強になる事業だと思います。 (2025.8.20）
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は
じ
め
に

　十
五
郎
穴
横
穴
群
は
、
那
珂
川
支
流
の
中
丸
川
と

本
郷
川
に
沿
っ
た
大
き
く
三
つ
の
突
出
す
る
凝
灰
岩
台

地
の
崖
面
に
位
置
す
る
横
穴
墓
群
で
あ
る
。
横
穴
墓
の

推
定
数
は
五
〇
〇
基
以
上
と
東
日
本
最
大
の
規
模
を
誇

第 1図　十五郎穴横穴群全景（赤が横穴墓の位置）
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鎌田　涼

　十五郎穴横穴群館出支群で出土した蕨手刀や金銅製
飾り金具付きの刀子などの遺物が 2024 年 12 月 26
日に県指定文化財となりました。同遺跡ではその他に
も多数の貴重な遺物が確認されており，その中にガラ
ス小玉があります。そのガラス小玉について蛍光Ｘ線
分析した結果が筑波大学で刊行されている『先史学・
考古学研究』で報告されました。
　今回はその報告の概要について紹介します。ୈ ��� ߸ุͷྨۄग़౔ঢ়ࣸگਅʢेޒ࿠݀ԣ݀܈ୈ �࣍ௐࠪʣ
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第 2図　十五郎穴横穴群　指渋支群Ⅵ区 第 3図　101 号墓出土ガラス小玉

り
、
三
つ
の
谷
に
よ
っ
て
「
指さ

し

ぶ渋
支
群
」
「
館た

て
だ
し出

支
群
」

「
笠か

さ

や谷
支
群
」
に
分
か
れ
て
い
る
。
館
出
支
群
の
Ⅰ
区

三
二
号
墓
で
は
直
刀
、
Ⅰ
区
三
五
号
墓
で
は
蕨わ

ら
び
て
と
う

手
刀
、

刀と

う

す子
、
鉄て

つ
ぞ
く鏃

な
ど
が
出
土
し
て
お
り
、
正
倉
院
宝
物
と

の
関
連
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
注
目
さ
れ
て
い

る
。
一
方
、
館
出
支
群
の
隣
、
指
渋
支

群
の
Ⅵ
区
第
一
〇
一
号
墓
（
以
下
、「
一

○
一
号
墓
」
）
か
ら
は
青
色
の
ガ
ラ
ス

小
玉
が
約
一
五
〇
点
出
土
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
ガ
ラ
ス
小
玉
は
分
析
が
難
し

く
調
査
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
こ
の

度
こ
れ
ら
の
出
土
資
料
を
網
羅
的
に
分

析
す
る
機
会
を
得
た
こ
と
か
ら
、
こ
こ

で
は
十
五
郎
穴
横
穴
群
出
土
ガ
ラ
ス
小

玉
の
調
査
結
果
の
報
告
を
行
う
。

ガ
ラ
ス
小
玉
研
究
の
概
要

　
分
析
の
詳
細
に
入
る
前
に
、
ガ
ラ
ス

小
玉
研
究
の
概
要
に
つ
い
て
紹
介
す

る
。　ガ

ラ
ス
小
玉
を
用
い
た
首
玉
、
手
玉

な
ど
の
装
飾
品
は
弥
生
時
代
か
ら
副
葬

品
と
し
て
数
多
く
出
土
し
て
お
り
、
そ

の
分
布
範
囲
は
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で

広
範
囲
で
あ
る
。
し
か
し
、
古
墳
の
副

葬
品
の
中
で
、
ガ
ラ
ス
小
玉
は
非
常
に

小
さ
い
こ
と
か
ら
型
式
的
な
研
究
を
行

う
こ
と
が
難
し
く
、
あ
ま
り
注
目
を
受
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と
、
遠
隔
地
か
ら
玉
類
を
入
手
す
る
と
い
う
行
為
自
体

が
、
地
域
社
会
の
上
位
層
に
お
い
て
よ
り
優
位
な
立
場

を
獲
得
し
て
い
た
と
い
う
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
（
谷

澤
二
〇
二
〇
）
。
し
た
が
っ
て
各
遺
跡
で
出
土
し
た
玉
類

が
外
部
か
ら
ど
の
よ
う
に
入
手
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
解

明
す
る
こ
と
は
、
玉
類
が
当
時
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て

い
た
か
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
う
え
で
重
要
な

課
題
で
あ
る
と
い
え
る
。

　日
本
列
島
で
は
七
世
紀
後
半
に
奈
良
県
飛あ

す
か
い
け

鳥
池
遺
跡

に
お
い
て
原
材
料
か
ら
ガ
ラ
ス
の
製
造
が
開
始
さ
れ
た

事
例
が
み
つ
か
っ
て
い
る
が
（
大
賀
二
〇
一
〇
）
、
そ
れ

以
前
は
列
島
内
で
ガ
ラ
ス
の
一
次
生
産
が
お
こ
な
わ
れ

た
事
例
は
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ユ
�
ラ
シ
ア
大
陸
の

各
地
で
製
作
さ
れ
た
ガ
ラ
ス
小
玉
が
流
入
し
て
利
用
さ

れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

ガ
ラ
ス
小
玉
が
ど
の
よ
う
に
入
手
さ
れ
た
の
か
を
明

ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
入
手
経
路
を
想
定
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
近
年
は
、
陸
を
介
し
た
流
通
だ

け
で
な
く
、
「
海
浜
型
前
方
後
円
墳
」
の
存
在
な
ど
か

ら
海
を
介
し
た
流
通
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
る
こ
と
も

多
い
（
広
瀬
二
〇
一
五
）
。
常
陸
も
例
外
で
は
な
く
、
前

期
古
墳
の
墓
制
の
あ
り
か
た
か
ら
海
を
介
し
た
流
通
経

路
の
存
在
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
（
日
高
二
〇
一
五
、
蓼
沼

二
〇
一
五
）
、
ま
た
磯
崎
東
古
墳
群
を
は
じ
め
と
し
た
沿

岸
部
の
後
・
終
末
期
古
墳
に
お
い
て
も
、
海
と
の
深
い

関
連
性
が
指
摘
さ
れ
お
り
（
稲
田
二
〇
一
九
）
、
常
陸
と

西
日
本
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
も
太
平
洋
を
介
し
た
海

路
の
存
在
が
浮
か
び
上
が
っ
て
い
る
。

　ガ
ラ
ス
小
玉
に
関
す
る
先
行
研
究
よ
り
、
ガ
ラ
ス
小

玉
は
列
島
外
か
ら
搬
入
さ
れ
各
地
で
副
葬
さ
れ
る
に

至
っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
が
、
各
々
の
入
手
形

態
は
多
様
か
つ
煩
雑
で
捉
え
る
こ
と
が
難
し
い
。
し
た

が
っ
て
本
研
究
で
は
、
ガ
ラ
ス
小
玉
の
観
察
、
蛍
光
X

線
分
析
に
よ
る
ガ
ラ
ス
素
材
の
タ
イ
プ
分
類
を
網
羅
的

に
行
っ
た
う
え
で
、
ガ
ラ
ス
小
玉
の
入
手
形
態
の
解
明

を
目
指
し
た
（
第
４
図
）
。

ガ
ラ
ス
小
玉
の
製
作
技
法

　ガ
ラ
ス
小
玉
の
製
作
は
大
き
く
分
け
て
３
つ
の
工

程
、
①
シ
リ
カ
の
溶
融
、
②
着
色
、
③
成
形
か
ら
成
る
。

こ
こ
で
重
要
と
な
る
の
は
流
通
が
ど
の
段
階
で
行
わ
れ

る
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
成
形
後
の
ガ
ラ
ス
小
玉
の
流

通
だ
け
で
な
く
、
シ
リ
カ
の
溶
融
を
行
っ
た
あ
と
の
未

着
色
の
ガ
ラ
ス
カ
レ
�
ト
や
ガ
ラ
ス
イ
ン
ゴ
�
ト
と
し

て
流
通
し
て
い
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

ガ
ラ
ス
の
生
産
地
と
玉
の
製
作
地
（
成
形
を
行
う
場
所
）

が
一
致
す
る
と
は
限
ら
な
い
。
ま
た
二
次
生
産
の
可
能

性
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
二
次
生
産
と
は
、
ガ
ラ

ス
小
玉
が
割
れ
た
も
の
、
も
し
く
は
意
図
的
に
粉
砕
し

た
カ
レ
�
ト
状
の
も
の
を
素
材
と
し
て
鋳
型
に
は
め
込

ん
で
か
ら
再
度
溶
融
し
、
玉
類
の
形
状
に
再
成
形
す
る

工
程
を
指
す
。
列
島
内
に
お
け
る
ガ
ラ
ス
小
玉
の
生
産

遺
跡
は
七
世
紀
後
半
の
飛
鳥
池
遺
跡
で
あ
る
と
述
べ
た

が
、
そ
れ
よ
り
も
前
か
ら
列
島
内
に
お
い
て
ガ
ラ
ス
小

玉
の
製
作
に
関
す
る
遺
物
は
出
土
し
て
い
る
。
い
わ
ゆ

る
「
た
こ
焼
き
型
鋳
型
」
と
呼
ば
れ
る
鋳
型
で
あ
る
（
第

け
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
近
年
、
文
化
財
を

対
象
と
し
た
科
学
分
析
の
研
究
が
急
速
に
進
み
、
ガ
ラ

ス
小
玉
が
内
包
す
る
情
報
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
か
ら
、
ガ
ラ
ス
小
玉
は
当
時
の
流
通
を
解
明
す
る

手
が
か
り
に
適
切
な
資
料
で
あ
る
と
し
て
近
年
盛
ん
に

研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　ガ
ラ
ス
小
玉
を
含
む
玉
類
を
対
象
と
し
た
先
行
研
究

に
お
い
て
、
弥
生
時
代
後
期
か
ら
古
墳
時
代
前
期
に
か

け
て
の
西
日
本
を
対
象
に
、
出
土
状
況
な
ど
か
ら
玉
類

の
流
通
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
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物
は
出
土
し
て
い
る
。
い
わ
ゆ

る
「
た
こ
焼
き
型
鋳
型
」
と
呼
ば
れ
る
鋳
型
で
あ
る
（
第

け
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
近
年
、
文
化
財
を

対
象
と
し
た
科
学
分
析
の
研
究
が
急
速
に
進
み
、
ガ
ラ

ス
小
玉
が
内
包
す
る
情
報
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
か
ら
、
ガ
ラ
ス
小
玉
は
当
時
の
流
通
を
解
明
す
る

手
が
か
り
に
適
切
な
資
料
で
あ
る
と
し
て
近
年
盛
ん
に

研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　ガ
ラ
ス
小
玉
を
含
む
玉
類
を
対
象
と
し
た
先
行
研
究

に
お
い
て
、
弥
生
時
代
後
期
か
ら
古
墳
時
代
前
期
に
か

け
て
の
西
日
本
を
対
象
に
、
出
土
状
況
な
ど
か
ら
玉
類

の
流
通
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る

3



墳
の
築
造
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
横
穴
墓
の
造
営
が
は
じ

ま
っ
て
い
た
と
予
想
さ
れ
る
。

　一
〇
一
号
墓
は
追
葬
の
可
能
性
が
高
い
こ
と
か
ら
ガ

ラ
ス
小
玉
の
原
位
置
は
不
明
で
あ
る
が
、
ガ
ラ
ス
小
玉

と
共
に
水
晶
製
切き

り
こ
だ
ま

子
玉
、
メ
ノ
ウ
製
勾
玉
が
出
土
し
て

い
る
。
ガ
ラ
ス
小
玉
は
、
大
き
く
紺
色
の
も
の
と
淡
青

色
の
も
の
の
二
種
類
に
分
か
れ
る
。
ま
た
、
白
色
化
し

た
も
の
や
破
砕
さ
れ
た
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
が
、
概

ね
ガ
ラ
ス
の
質
が
非
常
に
い
い
。
大
き
さ
は
直
径
八
ミ

リ
メ
�
ト
ル
程
度
の
も
の
が
大
半
を
占
め
る
が
、
一
部

直
径
四
ミ
リ
メ
�
ト
ル
程
度
の
小
玉
や
、
一
五
ミ
リ

メ
�
ト
ル
程
度
の
大
き
な
玉
も
含
む
。

出
土
し
た
玉
類
の
概
要

　ガ
ラ
ス
小
玉
に
対
し
て
蛍
光
X
線
分
析
を
お
こ
な

い
、
ガ
ラ
ス
タ
イ
プ
の
分
類
を
お
こ
な
っ
た
。
散
布
図

（
第
６
図
）
よ
り
、
高
ア
ル
ミ
ナ
ソ
�
ダ
石
灰
ガ
ラ
ス
が

七
六
点
、
低
ア
ル
ミ
ナ
ソ
�
ダ
石
灰
ガ
ラ
ス
が
八
〇
点

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
た
だ
し
、
第
６
図
に
お
い

て
境
界
線
付
近
に
位
置
す
る
資
料
が
複
数
点
存
在
す

る
。
こ
の
資
料
に
つ
い
て
は
明
確
な
判
断
が
難
し
い

が
、
分
布
傾
向
か
ら
こ
こ
で
は
カ
ル
シ
ウ
ム
含
有
量
の

低
い
資
料
は
高
ア
ル
ミ
ナ
ソ
�
ダ
石
灰
ガ
ラ
ス
、
高
い

資
料
は
低
ア
ル
ミ
ナ
ソ
�
ダ
石
灰
ガ
ラ
ス
と
し
て
判
断

し
た
。
低
ア
ル
ミ
ナ
ソ
�
ダ
石
灰
ガ
ラ
ス
に
つ
い
て
カ

リ
ウ
ム
含
有
量
か
ら
植
物
灰
ガ
ラ
ス
が
七
五
点
、
ナ
ト

ロ
ン
主
体
ガ
ラ
ス
が
五
点
で
あ
る
と
判
断
し
た
。

　観
察
の
結
果
と
分
析
結
果
を
照
合
さ
せ
た
結
果
、
直

５
図
）
。
鋳
型
に
カ
ラ
�
ト
状
の
ガ
ラ
ス
が
付
着
し
て

い
る
も
の
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
二
次
生

産
は
列
島
内
に
お
い
て
一
次
生
産
が
開
始
す
る
よ
り
も

か
な
り
前
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、

ガ
ラ
ス
小
玉
の
一
次
生
産
品
と
二
次
生
産
品
の
見
極
め

は
、
現
在
顕
微
鏡
観
察
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
。

十
五
郎
穴
と
ガ
ラ
ス
小
玉

　本
題
の
十
五
郎
穴
横
穴
群
の
出
土
ガ
ラ
ス
小
玉
に
つ

い
て
述
べ
る
。

　ガ
ラ
ス
小
玉
が
出
土
し
た
一
〇
一
号
墓
の
あ
る
指
渋

支
群
の
台
地
上
に
は
虎
塚
古
墳
が
立
地
し
て
い
て
お

り
、
横
穴
群
は
そ
の
南
側
の
崖
面
に
造
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
立
地
か
ら
虎
塚
古
墳
と
十
五
郎
穴
横
穴
群
の
関
連

性
は
高
い
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
虎
塚
古
墳
の
築
造
年

代
は
７
世
紀
前
半
代
、
追
葬
は
最
新
で
七
世
紀
中
頃
と

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
十
五
郎
穴
横
穴
群
の
大
半
が

形
成
さ
れ
た
時
期
は
七
世
紀
前
半
か
ら
八
世
紀
代
に
形

径
三-

四

ミ
リ
メ
�
ト
ル
の
紺
色
透
明
の
資
料
二
一

点
は
コ
バ
ル
ト
着
色
の
植
物
灰
ガ
ラ
ス
、
直
径
六-

七

ミ
リ
メ
�
ト
ル
の
濃
青
色
透
明
の
資
料
七
六
点
は
銅
着

色
の
高
ア
ル
ミ
ナ
ソ
�
ダ
石
灰
ガ
ラ
ス
（
第
７
・
８
図
）
、

直
径
七
ミ
リ
メ
�
ト
ル
の
紺
色
不
透
明
の
資
料
二
六
点

は
コ
バ
ル
ト
着

色

の

植

物

灰

ガ
ラ
ス
（
第
９

図
）
、
直
径
七

-

九
ミ
リ
メ
�

ト
ル
の
紺
色
不

透

明

の

資

料

二
〇
点
は
コ
バ

ル
ト
着
色
の
植

物
灰
ガ
ラ
ス
、

直

径

一

三-

一
五
ミ
リ
メ
�

ト
ル
の
紺
色
不

透
明
の
資
料
八

点
は
コ
バ
ル
ト

着
色
の
植
物
灰

ガ
ラ
ス
（
第
10

図
）
、
破
損
し

た
資
料
（
第
11

図
）
五
点
は
コ

バ
ル
ト
着
色
の

ナ
ト
ロ
ン
主
体

ガ
ラ
ス
で
あ
る

第 �図　࡛玉ݝༀࢣಊ౦Ҩ੻出土の　　
　ガラス小玉ரܕ（େլ 2020）

成
さ
れ
た
と

推
定
さ
れ
て

い
る
。
指
渋

支
群
で
は
虎

塚

四

号

墳

（
方
墳
）
よ

り
も
古
い
須

恵
器
が
出
土

し
た
こ
と
か

ら
、
虎
塚
古

第 �図　101 号墓出土ガラス小玉の̭ޫܬઢ෼ੳ

の
素
材
に
お
い
て
大
き
く
二
つ
の
ガ
ラ
ス
タ
イ
プ
が
み

ら
れ
る
が
、
出
土
遺
跡
が
横
穴
墓
で
あ
る
こ
と
か
ら
複

数
回
に
わ
た
る
追
葬
の
可
能
性
が
高
く
、
再
編
成
の
有

無
に
お
け
る
判
断
が
難
し
い
。
し
か
し
、
資
料
は
す
べ

て
一
次
生
産
品
と
考
え
ら
れ
、
同
じ
ガ
ラ
ス
タ
イ
プ
（
生

産
地
が
同
一
）
の
も
の
は
製
作
技
法
も
一
致
し
て
い
る
。

加
え
て
、
そ
れ
ぞ
れ
出
土
数
が
七
〇
点
前
後
で
あ
り
一

連
の
首
輪
な
ど
を
形
成
す
る
の
に
十
分
な
数
で
あ
る
。

一
方
で
勾
玉
や
切
子
玉
な
ど
他
の
玉
類
も
出
土
し
て
い

る
が
、
ど
ち
ら
も
一
〇
点
近
く
出
土
し
て
お
り
、
ガ
ラ

ス
小
玉
と
は
別
の
一
連
と
し
て
玉
類
の
種
類
ご
と
に
消

費
地
に
流
入
し
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、

同
じ
ガ
ラ
ス
タ
イ
プ
の
資
料
に
つ
い
て
は
生
産
地
で
成

第̔図　101 号墓出土ߴ�Ξϧϛφιʔμੴփガラスのݦඍࣸڸਅ
（Εͨ͜ͱがΘ͔Δ͞࡞ΒɼҾ͖৳͹ͯ͠੡͔ࢠԊͬͯฒΜͰ͍Δ༷ʹ޸๐がؾ）

こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
ガ
ラ
ス
タ
イ
プ
、
着
色

剤
お
よ
び
サ
イ
ズ
の
組
み
合
わ
せ
は
先
行
研
究
で
あ
る

田
村
（
二
〇
一
三
）
の
傾
向
と
一
致
し
て
い
た
こ
と
か

ら
、
妥
当
な
結
果
と
判
断
で
き
る
。

ガ
ラ
ス
小
玉
の
編
成
と
入
手
形
態

　こ
こ
で
、
ガ
ラ
ス
小
玉
の
色
調
・
サ
イ
ズ
・
製
作
技

法
の
状
態
の
組
み
合
わ
せ
か
ら
想
定
さ
れ
る
入
手
形
態

を
四
つ
に
区
分
し
た
も
の
を
表
1
に
提
示
す
る
。
こ
こ

で
い
う
「
再
編
成
」
と
は
、
各
地
で
製
品
化
さ
れ
た
ガ

第̓図　直径 6-7 ㎜の濃青色透明銅着色の高アルミナソーダ石灰ガラス

第̕図　直径 7㎜の紺色不透明コバルト着色の植物灰ガラス

第 10 図　直径 13-15 ㎜の紺色不透明コバルト着色の植物灰ガラス

第 11 図　破損資料　コバルト着色のナトロン主体ガラス

ラ
ス
小
玉
を
一
か
所
に
集
め
、
元
の
組
み
合
わ
せ
を

ば
ら
し
た
う
え
で
改
め
て
一
連
に
編
成
し
直
す
行
為

を
指
す
。
し
た
が
っ
て
列
島
内
で
再
編
成
し
た
場
合

は
、
在
地
の
玉
類
（
石
製
の
勾
玉
や
管
玉
、
切
子
玉
な
ど
）

も
一
緒
に
編
成
す
る
可
能
性
も
含
む
。
ま
た
、
最
終

的
に
ガ
ラ
ス
小
玉
に
成
形
し
た
場
所
や
再
編
成
が
行

わ
れ
た
地
域
に
つ
い
て
は
現
時
点
で
は
限
定
し
な

い
。
こ
の
区
分
を
基
に
一
〇
一
号
墓
で
出
土
し
た
ガ

ラ
ス
小
玉
の
入
手
形
態
を
考
察
す
る
。

　一
〇
一
号
墓
で
出
土
し
た
ガ
ラ
ス
小
玉
は
ガ
ラ
ス

形
さ
れ
た
一
連
の
状
態
が
副

葬
さ
れ
る
ま
で
保
持
さ
れ
て

い
た
可
能
性
が
高
く
、
入
手

形
態
と
し
て
は
「
製
作
地
か

ら
再
編
成
さ
れ
る
こ
と
な
く

消
費
地
ま
で
移
動
」
し
た
資

料
に
分
類
す
る
こ
と
が
可
能

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す

な
わ
ち
、
製
作
地
か
ら
副
葬

さ
れ
る
ま
で
に
再
編
成
が
行

わ
れ
な
か
っ
た
可
能
性
が
低

い
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
の
ガ

ラ
ス
小
玉
が
首
飾
り
な
い
し

腕
輪
の
状
態
を
崩
す
こ
と
な

く
、
大
切
に
保
持
さ
れ
る
存

縮尺約２倍
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こ
と
が
わ
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っ
た
。
こ
れ
ら
の
ガ
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タ
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プ
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着
色

剤
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び
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の
組
み
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せ
は
先
行
研
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で
あ
る

田
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傾
向
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た
こ
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在
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。
ま
た
、
七
�
八
世
紀

に
お
け
る
列
島
内
の
ガ
ラ
ス
小
玉
の
流
通
は
下
火
で
あ

り
、
状
態
の
い
い
一
次
生
産
品
の
ガ
ラ
ス
小
玉
が
流
通

し
づ
ら
い
時
期
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
期
に
あ
た

る
一
〇
一
号
墳
の
事
例
は
古
墳
時
代
後
・
終
末
期
の
ガ

ラ
ス
小
玉
の
流
通
を
理
解
す
る
う
え
で
貴
重
な
資
料
で

あ
る
。

結
語　一

〇
一
号
墓
か
ら
出
土
し
た
ガ
ラ
ス
小
玉
に
つ
い

て
、
こ
れ
ま
で
に
得
ら
れ
た
結
果
と
考
察
を
紹
介
し
た
。

今
後
は
、
列
島
内
外
に
お
い
て
同
時
期
に
出
土
し
た
ガ

ラ
ス
小
玉
と
比
較
か
ら
、
入
手
に
い
た
っ
た
経
路
に
つ

い
て
も
検
討
さ
れ
る
こ
と
を
願
う
。

参
考
文
献

稲
田
健
一

　二
○
一
九
「
装
飾
古
墳
と
海
の
交
流

虎
塚
古
墳
・
十
五
郎
穴

　横
穴
墓
群
」
新
泉
社p

p
.

四
二-

九
一

大
賀
克
彦

　二
○
一
○
「
弥
生
時
代
に
お
け
る
ガ
ラ
ス
製
管
玉
の
分
類

　

　的
検
討
」
古
川
登
編
﹃
小
羽
山
墳
墓
群
の
研
究
﹄
研
究
編

　福
井
市
郷

　土
歴
史
博
物
館
・
小
羽
山
墳
墓
群
研
究
会

　

p
p
.

二
一
三-

二
三
○

大
賀
克
彦

　二
○
二
○
「
磯
崎
東
古
墳
群
出
土
の
玉
類
」
﹃
埋
文
だ
よ
り

　

　五
二
号
﹄

　

p
p
.

一
四-

一
八

蓼
沼
香
未
由

　二
○
一
五
「
長
柄
桜
山
古
墳
群
と
外
洋
世
界
の
海
浜
型
前

　方
後
円
墳

　②
磯
浜
古
墳
群
（
日
下
�
塚
︿
常
陸
鏡
塚
﹀
古
墳
）
」
﹃
海

　浜
型
前
方
後
円
墳
の
時
代
﹄
公
益
財
団
法
人
か
な
が
わ
考
古
学
財
団

　同
成
社p

p
.

六
二-

七
五

谷
澤
亜
里

　二
○
二
○
﹃
玉
か
ら
み
た
古
墳
時
代
の
開
始
と
社
会
変
革
﹄

　

　同
成
社p

p
.

一
一-

一
三
、
七
〇-

七
九
、
二
三
三-

二
六
五

田
村
朋
美

　二
○
一
三
﹃
日
本
出
土
ア
ル
カ
リ
珪
酸
塩
ガ
ラ
ス
の
考
古
科

　学
的
研
究-

弥
生
�
古
墳
時
代
に
流
通
し
た
ガ
ラ
ス
小
玉
の
再
分
類-

﹄

　京
都
大
学p

p
.

七
一-

七
三
、
七
八-

九
二

日
高

　慎

　二
○
一
五
「
内
海
世
界
の
海
浜
型
前
方
後
円
墳
」
﹃
海
浜
型
前

　方
後
円
墳
の
時
代
﹄
公
益
財
団
法
人
か
な
が
わ
考
古
学
財
団 

 

同
成
社

p
p
.

七
六-

八
九

広
瀬
和
雄

　二
○
一
五
「
海
浜
型
前
方
後
円
墳
を
考
え
る
」
﹃
海
浜
型
前
方

後
円
墳
の
時
代
﹄
公
益
財
団
法
人
か
な
が
わ
考
古
学
財
団

　同
成
社

　

p
p
.

一-

三
八

　

ද 1　ガラス小玉のঢ়ଶの૊Έ߹Θͤͱೖखܗଶのؔੑ܎

そ
の
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な
か
な
か
ICIC
か
ら
南
東
の
台
地
上
に
広
が
り
�
弥
生
時
代
後
期
�

か
ら
南
東
の
台
地
上
に
広
が
り
�
弥
生
時
代
後
期
�

平
安
時
代
に
か
け
て
の
生
活
の
痕
跡
が
確
認
さ
れ
て
い
る
遺
跡

平
安
時
代
に
か
け
て
の
生
活
の
痕
跡
が
確
認
さ
れ
て
い
る
遺
跡

で
す
�
こ
れ
ま
で
に

で
す
�
こ
れ
ま
で
に
四四
回
の
調
査
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
�
第

回
の
調
査
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
�
第

二二
次
調
査
で
は
弥
生
時
代
後
期
中
葉
と
考
え
ら
れ
る
第

次
調
査
で
は
弥
生
時
代
後
期
中
葉
と
考
え
ら
れ
る
第
4747
号号

住
居
跡
か
ら
ガ
ラ
ス
小
玉

住
居
跡
か
ら
ガ
ラ
ス
小
玉
5757
点
が
出
土
し
ま
し
た
�
市
内
で
現

点
が
出
土
し
ま
し
た
�
市
内
で
現

在
ま
で
に
確
認
さ
れ
て
い
る
ガ
ラ
ス
小
玉
で
最
も
古
い
も
の
で

在
ま
で
に
確
認
さ
れ
て
い
る
ガ
ラ
ス
小
玉
で
最
も
古
い
も
の
で

す
�
ガ
ラ
ス
小
玉
は
�
赤
色

す
�
ガ
ラ
ス
小
玉
は
�
赤
色
11
点
�
紺
色

点
�
紺
色
66
点
�
青
色

点
�
青
色
5050
点
の
点
の

三三
色
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
�
こ
の
ガ
ラ
ス
小
玉
で
首
飾
り
を

色
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
�
こ
の
ガ
ラ
ス
小
玉
で
首
飾
り
を

想
定
す
る
と
�
中
心
に
赤
�
そ
の
左
右
に
紺
色

想
定
す
る
と
�
中
心
に
赤
�
そ
の
左
右
に
紺
色
33
点
ず
つ
�
そ

点
ず
つ
�
そ

し
て
青
色
と
並
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
�
当
時
�
本
当
に
こ
の

し
て
青
色
と
並
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
�
当
時
�
本
当
に
こ
の

並
び
で
使
用
さ
れ
て
い
た
な
ら
�
と
て
も
お
し
�
れ
な
ア
ク
セ

並
び
で
使
用
さ
れ
て
い
た
な
ら
�
と
て
も
お
し
�
れ
な
ア
ク
セ

サ
リ
�
だ
と
思
い
ま
す
�

サ
リ
�
だ
と
思
い
ま
す
�

　ガ
ラ
ス
小
玉
は
青
色
の
も
の
が
多
い
で
す
が
�
市
内
で
は
他
に

磯い
そ
ざ
き
ひ
が
し
こ
ふ
ん
ぐ
ん

崎
東
古
墳
群
で
黄
緑
色
の
ガ
ラ
ス
小
玉
も
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

　
　
　︵

田
中
美
零
︶

第
一
〇
回
で
紹
介
す
る

第
一
〇
回
で
紹
介
す
る

の
は
�

の
は
�
鷹鷹た

か

の

す

た

か

の

す

ノ
巣
ノ
巣
遺
跡
か
ら

遺
跡
か
ら

出
土
し
た
﹁
ガ
ラ
ス
小
玉
﹂

出
土
し
た
﹁
ガ
ラ
ス
小
玉
﹂

で
す
�

で
す
�

　鷹
ノ
巣
遺
跡
は
�
ひ
た
ち

　鷹
ノ
巣
遺
跡
は
�
ひ
た
ち
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宮城県名取市

熊野堂横穴墓群

鴇崎　哲也

（名取市歴史民俗資料館）

　

熊
野
堂
横
穴
墓
群
は
、
七
世
紀
か
ら
八
世
紀
に
営
ま
れ

た
県
内
有
数
の
横
穴
墓
群
で
、
一
〇
〇
基
以
上
あ
る
と
推

測
さ
れ
て
い
ま
す
。
古
く
か
ら
「
エ
ゾ
穴
」
と
も
呼
ば
れ
、

蝦え
み
し夷
が
住
ん
で
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
太
平
洋

戦
争
中
に
は
防
空
壕
に
利
用
さ
れ
、
後
に
大
規
模
に
盗
掘

さ
れ
た
経
緯
な
ど
も
踏
ま
え
、
昭
和
四
十
一
年
に
名
取
市

の
指
定
史
跡
と
な
り
ま
し
た
。

　

北
西
部
の
高た
か
だ
て
く
ま
の
ど
う

舘
熊
野
堂
岩い

わ
く
ち
か
み

口
上
・
大だ

い
も
ん
や
ま

門
山
・
五ご

た
ん
だ

反
田
・

十じ
ゅ
う
に
じ
ん

二
神
に
所
在
し
、
名
取
川
が
標
高
約
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル

の
高
舘
丘
陵
か
ら
平
野
に
差
し
か
か
る
右
岸
の
丘
陵
部
、

約
八
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
に
分
布
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

四
つ
の
支
群
で
構
成
さ
れ
、
細
か
い
礫れ
き
が
ん岩
や
石
灰
質
砂
岩

か
ら
成
る
茂も
に
わ
そ
う

庭
層
を
掘
っ
て
造
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
元
年
度
と
六
年
度
に
団
地
造
成
に
伴
う
発
掘
調
査

が
行
わ
れ
、
Ａ
～
Ｃ
の
三
地
区
に
大
別
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

下
部
の
Ａ
地
区
は
、
標
高
五
十
～
六
十
メ
ー
ト
ル
の
南

東
か
ら
南
向
き
の
斜
面
で
、
五
十
四
基
確
認
し
ま
し
た
。

多
く
は
崩
落
な
ど
で
前ぜ

ん
て
い
ぶ

庭
部
や
羨せ
ん
ど
う
ぶ

道
部
の
一
部
が
失
わ
れ
、

羨
道
部
か
ら
玄げ
ん
も
ん門
・
玄げ
ん
し
つ室
を
確
認
し
て
い
ま
す
。
玄
室
は

隅
丸
方
形
や
長
方
形
の
両
袖
型
で
、
室
内
に
は
棺か

ん
ざ座

な
ど

も
な
く
、
天
井
は
ド
ー
ム
形
、
玄
門
の
閉へ

い
そ
く塞

は
川
原
石
積

み
で
、
羨
道
部
が
短
い
も
の
が
主
体
で
す
。
副ふ

く
そ
う
ひ
ん

葬
品
は
少

な
く
、
土
師
器
（
坏つ

き

・
碗
）、
須
恵
器
（
坏
・
蓋ふ

た

・
壺
・

ハ
ソ
ウ
）、
装
身
具
で
は
鈴

す
ず
く
し
ろ釧、
貝
輪
、
玉
類
（
勾ま
が
た
ま玉
・

切き
り
こ
だ
ま

子
玉
）、
鉄
製
品
で
は
直
ち
ょ
く
と
う刀（
圭け
い
と
う
た
ち

頭
大
刀
を
含
む
）、
矛ほ
こ

、

鉄て
つ
ぞ
く鏃
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

　

中
段
の
Ｂ
地
区
は
、
Ａ
地
区
の
斜
面
上
方
、
標
高
六
十

～
七
十
メ
ー
ト
ル
の
東
か
ら
南
東
向
き
の
斜
面
で
、
二
十

くまのどう

写真２　熊野堂横穴墓群Ｂ・Ｃ区

碗
・
蓋
）、
須
恵
器
（
坏
・
蓋
・
壺
・
ハ
ソ
ウ
・
長ち

ょ
う
け
い
こ

頸
瓶
・

フ
ラ
ス
コ
形
長
頸
瓶
・
平ひ
ら
か瓶
）、
鉄
製
品
（
直
刀
、
刀と
う
す子
、

鉄
鏃
）
の
ほ
か
、
鹿ろ

っ
か
く
せ
い
と
う
そ
う
ぐ

角
製
刀
装
具
や
金
銅
製
の
耳じ

か
ん環

な
ど

が
出
土
し
て
い
ま
す
。

　

熊
野
堂
横
穴
墓
群
は
、
規
模
や
副
葬
品
な
ど
か
ら
、
高

舘
熊
野
堂
周
辺
を
拠
点
と
し
た
有
力
氏
族
の
集
団
墓
と
推

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
県
内
の
横
穴
墓
は
、
河
川
沿
い
や

官か
ん
が衙
関
連
遺
跡
の
近
く
に
築
か
れ
る
傾
向
も
あ
り
、
本
横

穴
墓
群
の
被
葬
者
の
中
に
も
、
初
期
の
陸
奥
国
府
と
さ
れ

る
郡こ
お
り
や
ま
か
ん
が

山
官
衙
遺
跡
や
公
的
性
格
を
有
す
る
集
落
な
ど
と
、

何
ら
か
の
関
わ
り
を
持
つ
人
が
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

基
確
認
し
ま
し
た
。
上
段

の
Ｃ
地
区
は
、
標
高
七
十

～
八
十
メ
ー
ト
ル
の
南
東

か
ら
東
向
き
の
斜
面
で
、

十
基
確
認
し
て
い
ま
す
。

ど
ち
ら
も
当
初
の
形
を
残

す
も
の
は
少
な
く
、
羨
道

部
や
玄
室
を
確
認
で
き
た

も
の
が
大
半
で
す
。
玄
室

の
平
面
形
は
方
形
・
長
方

形
・
隅
丸
方
形
の
両
袖
型

な
ど
で
、
室
内
に
棺
座
な

ど
が
な
く
、
天
井
は
ド
ー

ム
形
や
ア
ー
チ
形
の
も
の

が
基
調
で
す
。
出
土
状
況

に
偏
り
が
あ
り
ま
す
が
、

副
葬
品
は
、
土
師
器
（
坏
・

写真１　熊野堂横穴墓群Ａ区
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発掘調査時（1966 年第 3次調査）

発掘調査時（1965 年第 1次調査）

現在

現在

　A地区の台地平坦部では，工房跡や粘土採掘坑，住居跡が確認されています。現在は遺構の形に
ツゲの木が植えられており，遺構の場所が分かるようになっています。

　最初に調査された A地区の斜面部で，窯跡が 9基確認されています。きっかけとなった馬形埴輪
もここで見つかりました。現在は窯跡の形が分かるように整備されています。

40m0

P

公園広場

C
地

区

B
地

区

A
地
区

D
地 区

F
地

区

区
地
E

…窯跡
…工房跡
…粘土採掘坑
…住居跡

馬渡埴輪製作遺跡の全体図

view
point!

view
point!
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　　馬
まわたりはにわせいさくいせき
渡埴輪製作遺跡は，古墳の周りに並べて

使用された「埴輪」を製作していた遺跡です。
勝田第三中学区である馬渡字向

むかいの
野に所在し，

小さな谷津の台地上と斜面部に広がっていま
す。現在は馬渡はにわ公園・花しょうぶ園と
して親しまれています。
　遺跡は埴輪が確認された順に A～ C地区
に分けられ，1965年（昭和 40）の８月に明
治大学考古学研究室と勝田市（現ひたちなか
市）教育委員会の共同で発掘調査が始まり，
1969年（昭和 43）までの 4年間にわたり 7
次の調査が実施されました。調査では，埴輪を焼いていた窯

かまあと
跡や埴輪を成形していた工房跡，材料

である粘土を採っていた粘
ねんどさいくつこう
土採掘坑，工人が住んでいたと思われる住居跡などが検出されています。

日本ではじめて埴輪を製作する一連の遺構が確認され，1970年（昭和 44）には国指定史跡に登録
されました。2025年は最初に発掘調査が実施されてから，60周年を迎えます。
　その後，1981年（昭和 56）から 1988年（昭和 63）に遺跡の範囲確認のためD～ F地区で追加
の発掘調査が実施され，これまでに窯跡 19基，工房跡 12基，粘土採掘坑 26基，住居跡 2基，
埴輪廃棄場 2基が確認されています。
　埴輪の製作遺跡なので完成品は古墳へ運ばれ，製作遺跡に残っているものは，いわゆる失敗作や
割れてしまったものです。そのため形が良く残った埴輪は少ないですが，馬

うまがた
形埴輪をはじめとする

動物埴輪の一部，円
えんとう
筒埴輪，人物埴輪や家

いえがた
形埴輪の一部が確認されています。窯跡の操

そうぎょう
業は５世紀

後半にC地区で開始され，６世紀には A・Ｂ・Ｄ地区で埴輪を焼いていたと考えられており，出
土した埴輪の特徴から生産さ
れた埴輪は市内の川

か ご づ か こ ふ ん
子塚古墳

や鉾
ほこのみやこふんぐん
の宮古墳群などに運ばれ

て利用されたと推定されてい
ます。埴輪以外には，製作や
生活の道具と考えられる土器
や鉄
てつくわ
鍬，埴輪の装飾に使用さ

れた顔料と考えられる一握り
のベンガラなどが検出されて
います。
　最初に発見された馬形埴輪

馬渡埴輪製作遺跡
発掘　６０周年

A 地区窯跡の発掘調査のようす

～遺跡発見の経緯～
　当時の勝田第三中学校
の生徒がユリの根を探し
ていたところ，偶然に馬

形埴輪を採集しました。古墳があ
るとは考えられない場所であり，
知らせを聞いた明治大学の先生が
現地を確認し，窯跡の可能性があ
ると考え調査が実施されることに
なりました。

ぼくは標本陳列室に
展示されているよ！
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昭
和
四
七
年
二
月
一
九
日
、
長
野
県
の
あ
さ
ま
山
荘
に

極
左
の
連
合
赤
軍
残
党
五
人
が
人
質
を
と
っ
て
立
て
籠
る

事
件
が
起
き
、
テ
レ
ビ
中
継
さ
れ
た
。
こ
れ
は
共
産
主
義

化
を
目
的
と
し
た
過
激
な
テ
ロ
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
ま
だ

世
の
中
に
は
学
生
運
動
の
残
骸
が
漂
っ
て
い
た
。

　

そ
ん
な
中
、
昭
和
四
七
年
三
月
五
日
か
ら
三
月
二
二
日

ま
で
実
施
さ
れ
た
水
戸
市
台だ

い
わ
た
り
は
い
じ
あ
と

渡
里
廃
寺
跡
の
三
次
調
査
に

参
加
し
た
。
二
次
調
査
の
際（『
埋
文
だ
よ
り
』61
に
掲
載
）、

工
房
跡
か
ら
出
土
し
た
塼せ

ん
ぶ
つ
い
が
た

仏
鋳
型
は
高
井
先
生
が
勤
務
し

て
い
た
辰
馬
考
古
資
料
館
に
暫
く
保
管
さ
れ
て
い
た
が
、

そ
の
後
水
戸
市
教
育
委
員
会
に
返
還
に
な
っ
た
。
高
井
先

生
は
平
成
一
三
年
ま
で
辰
馬
考
古
資
料
館
館
長
職
を
務
め

ら
れ
て
お
ら
れ
た
が
、
平
成
一
六
年
九
月
二
八
日
鬼
籍
に

入
ら
れ
た
。

　

当
時
の
台
渡
里
廃
寺
跡
は
、
南
方
地
区
・
観
音
堂
山
地

区
・
長
者
山
地
区
の
三
地
区
を
中
心
に
、
古
代
那
賀
郡
の

中
枢
部
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
三
次
調
査
は
観
音
堂
山
地

区
周
辺
で
実
施
し
た
。
こ
の
地
区
は
南
と
西
側
に
段
切
さ

れ
、
区
画
溝
な
ど
の
施
設
の
検
出
の
た
め
調
査
区
を
設
定

し
た
が
、
明
確
な
遺
構
は
検
出
さ
れ
な
か
っ
た
。
当
時
観

音
堂
山
の
東
に
は
茨
城
大
学
の
実
習
地
が
あ
り
、
そ
の
一

部
に
囲
い
を
し
て
豚
が
放
し
飼
い
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
地

区
か
ら
は
文
字
瓦
が
多
く
発
見
さ
れ
る
と
伊
東
さ
ん
は
話

さ
れ
て
お
り
、「
徳と

く
り
ん
じ

輪
寺
」「
阿あ

わ
ご
う

波
郷
」
な
ど
の
文
字
瓦
が

出
土
し
て
い
る
。

　

茨
城
大
学
に
考
古
学
研
究
会
が
発
足
し
た
の
は
昭
和

四
六
年
秋
頃
と
記
憶
し
て
い
る
。
そ
の
発
足
メ
ン
バ
ー

は
中な

か
む
ら
ま
さ
と
し

村
雅
利
・
高た
か
む
ら
い
さ
む

村
勇
・
鶴つ
る
み
さ
だ
お

見
貞
雄
・
藤ふ
じ
さ
き
よ
し
み

崎
吉
見
・

貝か
い
づ
か
ゆ
み
こ

塚
由
美
子
・
斉さ

う
と
う
れ
い
こ

藤
礼
子
君
達
６
名
で
、
三
次
調
査
に
発

足
メ
ン
バ
ー
の
ほ
か
新
人
も
参
加
し
、
当
時
渡
里
小
学
校

に
通
っ
て
い
た
塚つ

か
も
と
も
ろ
や

本
師
也
君
も
学
校
か
ら
帰
る
と
よ
く
現

場
に
顔
を
出
し
た
。
私
と
数
人
の
参
加
者
は
末
広
町
の
清

水
旅
館
が
宿
泊
所
と
な
っ
た
。
時
折
、
伊
東
さ
ん
の
お
供

で
大
工
町
を
飲
み
歩
い
た
が
、
現
在
営
業
を
続
け
て
い
る

店
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
大
工
町
交
差
点
近
く
に
あ
っ
た
お

で
ん
屋
「
乃
ぐ
ち
」
は
よ
く
通
っ
た
店
で
、
イ
カ
一
皿
で

コ
ッ
プ
酒
四
杯
を
飲
む
よ
う
に
教
え
ら
れ
た
が
、
飲
み
な

が
ら
の
考
古
学
談
議
は
懐
か
し
い
。
時
々
、
台
渡
里
廃
寺

跡
の
調
査
に
参
加
し
て
い
た
茨
城
大
学
生
も
同
行
し
、
カ

ウ
ン
タ
ー
は
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
。
し
か
し
令
和
二
年
三

月
、
惜
し
ま
れ
な
が
ら
店
を
閉
じ
た
。
大
工
町
を
飲
み
歩

い
て
い
た
こ
の
頃
、
有
線
放
送
か
ら
は
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の

「
心
の
旅
」
や
八
代
亜
紀
の
「
な
み
だ
恋
」
が
よ
く
流
れ
て

い
た
。

　

台
渡
里
廃
寺
跡
の
四
次
調
査
は
、
昭
和
四
八
年
三
月

二
四
日
か
ら
四
月
一
日
の
期
間
、
長
者
山
地
区
に
於
て
実

施
さ
れ
た
。
高
井
先
生
が
か
つ
て
礎
石
建
物
跡
を
検
出
し

て
い
た
地
区
で
、
そ
の
建
物
跡
の
南
側
で
二
基
の
礎
石
建

物
跡
を
発
見
し
た
。
こ
の
時
の
調
査
参
加
者
も
茨
城
大
学

考
古
学
研
究
会
会
員
が
中
心
だ
っ
た
。

　

毎
年
三
月
下
旬
に
な
る
と
、
水
戸
東
武
館
主
催
の
少
年

剣
道
大
会
が
水
戸
で
開
催
さ
れ
、
そ
の
大
会
に
は
少
年
剣

士
が
全
国
か
ら
参
加
す
る
た
め
市
内
の
宿
泊
施
設
は
満
杯

に
な
り
、
我
々
は
清
水
旅
館
か
ら
追
い
出
さ
れ
、
女
将
さ

ん
の
娘
さ
ん
の
家
に
二
泊
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

台
渡
里
廃
寺
跡
の
三
次
調
査
の
後
、
石
岡
市
教
育
委
員

私的茨城考古学外史―遺跡・人　出会いと別れ―
第 12回　発掘三昧への道　県内編７

瓦吹　堅

水戸市台渡里廃寺跡（三・四次）・石岡市舟塚山古墳

台渡里廃寺跡第３次調査参加者
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会
の
小
松
先
輩
の
要
請
で
国
指
定
舟ふ
な
づ
か
や
ま

塚
山
古
墳
の
調
査
に

参
加
し
た
。
こ
の
調
査
に
は
、
茨
城
大
学
生
に
も
声
を
か

け
た
。
こ
の
舟
塚
山
古
墳
の
調
査
は
、
古
墳
の
周
溝
の
規

模
や
周
堤
上
に
分
布
す
る
円
墳
と
の
関
係
な
ど
に
つ
い
て

の
調
査
で
、
昭
和
四
七
年
三
月
二
八
日
か
ら
四
月
一
○
日

の
期
間
実
施
さ
れ
た
。
調
査
の
担
当
は
、
文
化
庁
の
推
薦

も
あ
っ
て
日
本
大
学
三
島
高
校
山や
ま
う
ち
し
ょ
う
じ

内
昭
二
先
生
で
、
そ
の

ほ
か
同
僚
根ね
も
と
よ
う
こ
う

本
庸
光
先
生
や
日
大OB

沢さ
わ
だ
だ
い
た
ろ
う

田
大
多
郎
氏
、

ま
た
台
渡
里
廃
寺
跡
三
次
調
査
に
参
加
し
て
い
た
茨
大
考

古
研
の
連
中
も
移
動
し
、
新
た
に
日
大
三
島
高
校OB

も

加
わ
っ
た
。
宿
舎
は
石
岡
駅
前
の
吉
川
旅
館
だ
っ
た
が
、

旅
館
の
都
合
で
一
時
舟
塚
山
古
墳
近
く
の
営
農
セ
ン
タ
ー

に
も
宿
泊
し
た
。
舟
塚
山
古
墳
本
体
に
は
、
前
方
部
と
後

円
部
、
及
び
括く
び

れ
部
、
前
方
部
北
部
角
部
に
ト
レ
ン
チ
を

周
堤
部
ま
で
設
定
し
て
調
査
し
、
さ
ら
に
前
方
部
の
周
堤

部
上
の
周
囲
が
削
平
さ
れ
て
い
る
八
号
墳
（
現
一
七
号

墳
）
も
調
査
し
た
。
括
れ
部
の
墳
丘
下
段
部
か
ら
は
土
師

れ
る
も
の
と
期
待
し
た
。
報
道
日
に
一
面
を
飾
っ
た
の
は

奈
良
県
高た

か
ま
つ
づ
か

松
塚
古
墳
の
壁
画
発
見
の
記
事
だ
っ
た
。

　

宿
舎
か
ら
古
墳
ま
で
の
往
復
は
、
小
松
さ
ん
が
交
渉
し

て
公
用
車
一
台
を
手
配
し
て
く
れ
、
茨
大
の
貝
塚
由
美
子

君
が
参
加
者
を
ピ
ス
ト
ン
輸
送
し
て
く
れ
た
。
笑
い
話
だ

が
、
市
役
所
に
「
サ
ン
グ
ラ
ス
の
若
い
ネ
ー
チ
ャ
ン
が
市

役
所
の
車
を
運
転
し
て
る
！
」
と
何
本
か
通
報
が
あ
っ
た

と
い
う
。
ま
た
、
八
号
墳
の
周
り
は
ネ
ギ
畑
で
、
そ
こ
に

休
憩
用
の
テ
ン
ト
を
張
り
、
焚
火
な
ど
で
暖
を
と
っ
た
が
、

小
松
さ
ん
が
「
ネ
ギ
を
焼
く
と
甘
く
て
う
ま
い
」
と
い
う

の
で
休
憩
時
間
な
ど
に
は
結
構
焼
い
て
食
べ
て
し
ま
っ
た
。

そ
の
ト
ロ
リ
と
し
た
甘
い
ネ
ギ
は
結
構
な
畝
数
を
食
べ
た

が
、
小
松
さ
ん
は
地
主
さ
ん
に
交
渉
し
て
補
償
費
を
支
払

う
こ
と
で
了
承
を
得
た
が
、
寒
い
発
掘
現
場
で
は
何
よ
り

の
御
馳
走
だ
っ
た
。

　

台
渡
里
廃
寺
跡
三
次
調
査
な
ど
に
参
加
し
、
茨
城
県
教

育
財
団
調
査
課
で
も
一
緒
に
勤
務
し
た
高
村
勇
君
は
、
令

和
六
年
二
月
二
九
日
七
二
歳
で
急
逝
し
た
。
茨
城
大
学
考

古
学
研
究
会
発
足
メ
ン
バ
ー
で
あ
り
、「
大
宮
の
貴
公
子
」

と
自
称
し
て
い
た
車
好
き
の
高
村
君
と
も
っ
と
も
っ
と
話

を
し
た
か
っ
た
。
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す
。

2025 年 6 月 28 日来館者

舟塚山古墳群８号墳調査検討会

「乳飲み児を抱く埴輪」Ｔシャツ !?

舟塚山古墳トレンチ調査風景

器
ハ
ソ
ウ
や
円
筒
埴
輪

が
出
土
。
八
号
墳
で
は

割
竹
型
木
棺
が
検
出
さ

れ
、
木
棺
上
に
は
赤
い

漆
塗
革
製
盾
が
被
せ
ら

れ
た
状
態
で
出
土
。
盾

は
皮
に
塗
ら
れ
た
漆
幕

だ
け
が
残
っ
て
い
た
状

態
だ
っ
た
。
木
棺
内
か

ら
は
、
鉄
刀
の
ほ
か
短

甲
が
出
土
し
、
東
側
の

周
溝
か
ら
は
五
世

紀
代
の
壺
が
出
土

し
た
。
盾
の
発
見

は
茨
城
県
内
初
の

こ
と
、
新
聞
社
の

取
材
も
あ
っ
た
の

で
大
き
く
報
道
さ
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歴
史
の
小
窓　
そ
の
三
三

形か
た
み見

？
鎮ち

ん
ぐ具

？

遺跡めぐり

　

こ
れ
は
九
世
紀
中
頃

の
西

に
し
は
な
わ塙

遺
跡
三
一
五
Ｂ

号
住
居
跡
か
ら
出
土
し

た
石
製
の
丸ま

る
と
も鞆

で
す
。

丸
鞆
と
は
古
代
の
役
人

が
つ
け
て
い
た
腰よ

う
た
い帯（

革

の
ベ
ル
ト
）
に
付
け
ら

れ
て
い
た
飾
り
で
す
。

　
腰
帯
に
は
こ
う
し
た
飾
り
が
い
く
つ
も
付
け
ら
れ
て
い

た
の
で
す
が
、
こ
の
住
居
跡
か
ら
は
、
た
っ
た
一
つ
だ
け
、

壁
際
の
床
面
か
ら
出
土
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
一
つ
だ

け
出
土
す
る
例
は
他
の
遺
跡
で
も
多
く
あ
り
ま
す
。
こ
う

し
た
出
土
例
に
つ
い
て
田
中
広
明
氏
は
、
宝
物
的
性
格
を

持
ち
つ
つ
腰
帯
使
用
者
と
の
関
係
を
示
す
物
品
（
形
見
）

で
あ
る
可
能
性
を
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
丸
鞆
が
壁
際
の
床
に
置
か
れ
て
い
た
状
況
は
、
本ほ

ん
ご
う
ひ
が
し

郷
東

遺
跡
一
号
住
居
跡
の
壁
際
に
、
住
居
廃
絶
の
カ
マ
ド
祭
祀

で
用
い
ら
れ
た
灯
明
具
が
片
付
け
置
か
れ
て
い
た
状
況
と

似
て
い
ま
す
。
も
し
か
す
る
と
住
居
廃
絶
時
の
祭
祀
で
鎮

具
と
し
て
用
い
ら
れ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
形
見
な
の
か
鎮
具
な
の
か
、
そ
れ
と
も
そ
の
両
方
な
の

か
。
住
居
出
土
の
腰
帯
具
は
、
謎
に
包
ま
れ
た
遺
物
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
佐
々
木
義
則
）

　
参
考
文
献　
　
田
中
広
明
二
〇
二
三「
石
帯
の
流
転
」『
埼
玉
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団
研
究
紀
要
』

第
三
七
号

　

令
和
７
年
度
の
ひ
た
ち
な
か
市
埋
蔵
文
化
財
調
査

セ
ン
タ
ー
遺
跡
め
ぐ
り
は
、「
福
島
県
南
相
馬
市
大だ
い
悲ひ

山さ
ん

石
仏
を
訪
ね
て
」と
題
し
、
福
島
県
南
相
馬
市
を
訪

れ
ま
し
た
。

　
途
中
、
高
速
道
路
の
事
故
通
行
止
め
に
も
遭
い
な

が
ら
、
な
ん
と
か
11
時
半
ご
ろ
に
バ
ス
が
到
着
し
ま

し
た
。
現
地
で
私
た
ち
の
到
着
を
お
待
ち
く
だ
さ
っ

て
い
た
南
相
馬
市
教
育
委
員
会
の
藤
木
海
さ
ん
の
ご

案
内
で
、
石
仏
見
学
は
始
ま
り
ま
し
た
。

　
ま
ず
は
薬
師
堂
石
仏
へ
と
急
な
階
段
を
上
っ
て
い

き
ま
す
。
階
段
の
途
中
に
は
巨
大
な
ス
ギ
が
生
え
て

い
て
、
し
ば
ら
く
は
巨
大
ス
ギ
の
写
真
撮
影
会
で
す
。

前
座
の
巨
木
で
気
分
が
盛
り
上
が
っ
た
と
こ
ろ
で
、

い
よ
い
よ
メ
イ
ン
の
薬
師
堂
石
仏
の
登
場
で
す
。「
す

ご
い
・
・
・
」と
、
言
葉
に
な
ら
な
い
み
な
さ
ん
の
感

動
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
今
回
は
特
別
に
ガ
ラ
ス
扉
の

内
部
に
入
れ
て
い
た
だ
い
た
た
め
、
石
仏
の
迫
力
は

倍
増
で
す
。
藤
木
さ
ん
は
写
真
を
使
っ
て
わ
か
り
や

す
く
説
明
し
て
く
れ
た
の
で
、
石
仏
の
理
解
が
深
ま

り
ま
し
た
。み
な
さ
ん
、ホ
ト
ケ
サ
マ
の
前
だ
か
ら
か
、

と
て
も
静
か
に
見
学
し
て
い
ま
し
た
。

　
名
残
惜
し
い
薬
師
堂
石
仏
を
あ
と
に
し
、
歩
い
て

阿
弥
陀
堂
石
仏
へ
向
か
い
ま
し
た
。
阿
弥
陀
堂
石
仏

は
残
り
が
よ
く
な
い
の
で
、
さ
ら
っ
と
見
学
し
て
、

い
っ
た
ん
バ
ス
に
戻
り
、
観
音
堂
石
仏
へ
。

　
観
音
堂
石
仏
は
、
東
日
本
大
震
災
の
と
き
に
覆
い

屋
が
崩
れ
て
し
ま
い
、
現
在
は
新
し
い
覆
い
屋
が
建

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
工
事
の
事
前
発
掘
調
査
を
担
当

さ
れ
た
の
が
、
当
日
ご
案
内
い
た
だ
い
た
藤
木
さ
ん

で
す
。
調
査
の
話
を
交
え
な
が
ら
観
音
堂
石
仏
に
つ

い
て
ご
説
明
く
だ
さ
り
、
贅
沢
な
時
間
を
こ
こ
で
も

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。　
　
　
　

  

（
佐
々
木
義
則
）
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展示のようす

　
ワ
ン
ケ
ー
ス
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
63
は
、
ひ
た
ち
な
か

市
内
の
古
代
の
住
居
跡
の
床
面
か
ら
出
土
し
た
灯
明
具

を
選
び
出
し
て
展
示
し
ま
し
た
。

　
平
安
時
代
に
ま
と
め
ら
れ
た『
延え
ん
ぎ
し
き

喜
式
』（
律
令
の
施
行
細

則
）
に
よ
る
と
、
灯
明
具
に
用
い
ら
れ
た
油
は
胡ご

ま

ゆ
麻
油
が

多
く
、
灯
心
は
麻
布
で
し
た
（
桑
田
二
〇
二
〇
）。
平
城

京
で
は
油
の
価
格
が
米
の
10
倍
ほ
ど
し
た
た
め
、
灯
明

具
を
照
明
と
し
た
の
は
、
主
に
貴
族
の
邸
宅
や
寺
院
役

所
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。た
だ
し『
日に
ほ
ん
り
ょ
う
い
き

本
霊
異
記
』に
は
、

個
人
が
仏
に
献
灯
す
る
姿
が
書
か
れ
て
い
ま
す
の
で
、

ひ
た
ち
な
か
市
か
ら
出
土
し
た
灯
明
具
も
神
仏
へ
祈
り

を
捧
げ
た
時
に
用
い
ら
れ
た
も
の
と
想
像
さ
れ
ま
す
。

カ
マ
ド
の
脇
に
置
か
れ
た
灯
明
具

　
西

に
し
は
な
わ塙

遺
跡
三
一
〇
号
住
居
跡
（
九
世
紀
前
半
）
は
火
事

に
遭
っ
た
住
居
で
す
が
、
カ
マ
ド
右
側
の
棚
状
遺
構
の

上
に
、
二
つ
の
須
恵
器
杯つ
き

が
口
を
上
に
向
け
て
残
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
の
一
つ
の
杯
の
口
縁
部
に
は

油ゆ
え
ん煙

の
跡
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
灯
明
具
と
し
て
用
い

ら
れ
た
よ
う
で
す
。
ま
た
棚
の
前
の
床
か
ら
は
、
須
恵

器
の
長ち

ょ
う
け
い
へ
い

頸
瓶
が
横
倒
し
に
な
っ
て
出
土
し
ま
し
た
。
杯

と
と
も
に
棚
に
置
か
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
当
住
居
跡
か
ら
は
、
煮
炊
き
可
能
な
土
師
器
甕か

め
が
出

土
し
て
い
な
い
う
え
、カ
マ
ド
が
壊
さ
れ
て
い
た
の
で
、

火
事
に
遭
う
前
に
、
ま
だ
使
え
る
甕
や
カ
マ
ド
の
材
料

な
ど
を
持
ち
出
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま

す
。
つ
ま
り
、
引
っ
越
し
作
業
を
終
え
た
後
に
、
カ
マ

ド
の
脇
で
灯
明
を
灯
し
、
神し

ん
せ
ん饌
を
盛
っ
た
杯
を
お
供
え

し
、
家
の
神
で
も
あ
っ
た
カ
マ
ド
の
神
に
祈
り
を
捧
げ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
火
事
は
そ
の
後
に
起
こ

り
ま
し
た
。
も
し
か
す
る
と
灯
明
の
火
が
竪
穴
住
居
の

屋
根
の
裾
に
燃
え
移
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

カ
マ
ド
の
前
に
伏
せ
置
か
れ
た
灯
明
具

　
下し
も
た
か
い

高
井
遺
跡
三
次
調
査
三
号
住
居
跡
（
九
世
紀
前
半
）

は
、
カ
マ
ド
前
の
床
か
ら
油
煙
が
付
い
た
須
恵
器
杯
が

出
土
し
ま
し
た
。
伏
せ
ら
れ
て
い
た
の
で
、
灯
明
具
と

し
て
使
わ
れ
た
後
に
、
伏
せ
て
片
付
け
置
い
た
も
の
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　
当
住
居
跡
も
、
使
え
る
状
態
の
土
師
器
甕
が
出
土
し

な
か
っ
た
こ
と
や
、
カ
マ
ド
が
壊
さ
れ
て
い
た
こ
と
な

ど
か
ら
み
て
、
引
っ
越
し
作
業
終
了
後
に
、
灯
明
を
灯

し
、カ
マ
ド
神
に
祈
り
を
捧
げ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

壁
際
に
伏
せ
置
か
れ
た
灯
明
具

　
本ほ
ん
ご
う
ひ
が
し

郷
東
遺
跡
八
次
調
査
一
号
住
居
跡
（
八
世
紀
前
半
）

で
は
、
壁
際
の
床
か
ら
油
煙
が
付
い
た
須
恵
器
杯
が
出

土
し
ま
し
た
。
伏
せ
置
か
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
灯
明

具
と
し
て
使
わ
れ
た
後
に
、
壁
際
に
伏
せ
て
片
付
け
置

い
た
も
の
で
し
ょ
う
。

　
当
住
居
跡
も
、
使
え
る
状
態
の
土
師
器
甕
が
出
土
し

て
い
な
い
こ
と
や
、
カ
マ
ド
が
壊
さ
れ
て
い
た
こ
と
な

ど
か
ら
み
る
と
、
引
っ
越
し
作
業
の
終
了
後
に
、
灯
明

を
灯
し
て
神
に
祈
り
を
捧
げ
た
後
、
灯
明
具
を
壁
際
に

伏
せ
て
片
付
け
置
い
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
住
み
慣
れ
た
住
居
と
お
別
れ
を
す

る
際
に
は
、家
の
神
で
あ
っ
た
カ
マ
ド
神
へ
献
灯
し
て
、

感
謝
の
祈
り
を
捧
げ
た
場
合
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
祈

り
の
場
で
あ
っ
た
薄
暗
い
竪
穴
住
居
の
室
内
に
は
、
灯

明
の
光
と
と
も
に
、
香
ば
し
い
胡
麻
の
香
り
が
広
が
っ

て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
発
掘
さ
れ
た
住
居
跡
は
、
そ
の
最
後
の
姿
を
私
た
ち

に
示
し
て
い
ま
す
。
床
に
残
さ
れ
た
灯
明
具
は
、
住
居

を
引
っ
越
す
と
き
に
何
が
行
わ
れ
て
い
た
の
か
を
、
私

た
ち
に
教
え
て
い

る
の
で
す
。

　
参
考
：
桑
田
訓
也

二
〇
二
〇
「
文
献
か

ら
み
た
灯
明
皿
」『
灯

明
皿
と
官
衙
・
集
落
・

寺
院
』
奈
良
国
立
文

化
財
研
究
所
編

住居跡に残された灯明具

5月23日[金]－7月6日[日]
日時　令和7年

休館日　月曜日（祝日の場合は翌日）

開館時間　午前 9時－午後 5時（入館は午後 4時 30分まで）

入場無料

場所 ひたちなか市埋蔵文化財調査センター

　　　                

〒312‐0011　茨城県ひたちなか市中根 3499

　　　                     ☎ 029‐276‐8311
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公益財団法人　ひたちなか市生活 ・文化 ・ スポーツ公社

1 CASE  MUSEUM   Vol.６４

休館日　月曜日（休日の場合は翌日）

開館時間　9：00~17：00（入館は 16：30 まで）

ひたちなか市埋蔵文化財調査センター
茨城県ひたちなか市中根３４９９　TEL：０２９－２７６－８３１１

日時 ： ２０２５年７月１９日 (土 )

　　　　　　　　　　　　　　　▶９月７日 (日 )

入場無料

十
五
郎
穴
出
土
の
玉
類

　
今
回
の
展
示
で
は
、
十じ

ゅ
う
ご
ろ
う
あ
な
よ
こ
あ
な
ぐ
ん

五
郎
穴
横
穴
群
の
指さ

し

ぶ

し

ぐ

ん

渋
支
群

Ⅵ
区
第
一
〇
一
号
墓
か
ら
出
土
し
た
ガ
ラ
ス
玉
や
勾ま

が

玉た
ま

・

切き
り
こ
だ
ま

子
玉
を
展
示
。
ガ
ラ
ス
玉
に
つ
い
て
近
年
実
施
さ
れ

た
蛍
光
Ｘ
線
分
析
の
成
果
を
も
と
に
解
説
し
ま
し
た
。

遺
跡
の
概
要

　
指
渋
支
群
は
、
十
五
郎
穴
横
穴
群
の
中
で
北
側
に
位

置
す
る
支
群
で
す
。
一
九
七
七
（
昭
和
五
二
）
年
か
ら

一
九
八
〇
（
昭
和
五
五
）
年
に
か
け
て
、
当
時
の
勝
田
市

教
育
委
員
会
と
明
治
大
学
に
よ
り
発
掘
調
査
と
分
布
調

査
が
実
施
さ
れ
、
横
穴
墓
一
一
九
基
に
つ
い
て
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。
玉
類
は
、
一
九
七
七
年
度
の
一
次
調
査

で
確
認
さ
れ
た
Ⅵ
区
第
一
〇
一
号
墓
で
検
出
さ
れ
ま
し

た
。
調
査
時
に
は
開
口
状
態
で
し
た
が
、
玄げ

ん
し
つ室

内
か

ら
ガ
ラ
ス
小
玉
一
四
五
点
（
そ
の
う
ち
三
三
点
は
覆
土

中
）
、
ガ
ラ
ス
丸
玉
八
点
、
滑か

っ
せ
き石

製
小
玉
六
点
、
メ
ノ

ウ
製
小
玉
一
点
、
メ
ノ
ウ
製
勾
玉
八
点
、
水

す
い
し
ょ
う

晶
製
切
子

玉
五
点
が
検
出
さ
れ
た
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

古
代
の
ガ
ラ
ス
玉
に
つ
い
て

　
日
本
列
島
で
ガ
ラ
ス
玉
が
出
現
す
る
の
は
、
弥
生
時

代
前
期
末
か
ら
中
期
初
頭
で
す
。
当
時
は
ま
だ
翡ひ

す

い翠
製

勾
玉
や
碧

へ
き
ぎ
ょ
く

玉
製
管く

だ
た
ま玉

な
ど
の
石
製
の
玉
が
主
流
で
、
広

く
流
通
し
始
め
る
の
は
弥
生
時
代
後
期
に
な
っ
て
か
ら

に
な
り
ま
す
。
古
墳
時
代
に
な
る
と
、
形
態
が
様
々
な

多
量
の
ガ
ラ
ス
玉
が
流
通
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ほ

と
ん
ど
は
大
陸
か
ら
や
っ
て
き
た
舶は

く

載さ
い

品ひ
ん

で
、
日
本
列

島
で
流
通
し
た
ガ
ラ
ス
玉
は
イ
ン
ド
・
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク

ビ
ー
ズ
と
呼
ば
れ
、
同
じ
特
徴
の
ガ
ラ
ス
玉
が
ア
フ
リ

カ
大
陸
東
岸
部
か
ら
イ
ン
ド
南
部
、
東
南
ア
ジ
ア
の
各

地
の
地
域
に
分
布
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
　

　
古
代
の
ガ
ラ
ス
玉
の
主
成
分
は
二
酸
化
ケ
イ
素
で
、

融
解
温
度
を
さ
げ
る
融
剤
や
着
色
剤
の
原
材
料
を
調
合

し
熱
す
る
こ
と
で
作
ら
れ
ま
す
。
原
材
料
は
産
地
に

よ
っ
て
異
な
り
、
玉
へ
成
形
す
る
技
法
に
も
違
い
が

あ
り
ま
す
。
現
在
は
そ
れ
ら
の
違
い
を
基
に
、
遺
跡

か
ら
出
土
す
る
様
々
な
古
代
ガ
ラ
ス
に
つ
い
て
、
成

分
を
理
化
学
的
に
分
析
し
産
地
が
特
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

ガ
ラ
ス
玉
の
分
析

　

二
〇
二
三
年
に
十
五
郎
穴
出
土
の
ガ
ラ
ス
玉
の
蛍

光
Ｘ
線
に
よ
る
成
分
分
析
が
実
施
さ
れ
、
肉
眼
と
デ

ジ
タ
ル
顕
微
鏡
を
用
い
た
製
作
技
法
の
観
察
も
組
み

入
れ
た
ガ
ラ
ス
玉
の
分
類
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
高
ア
ル
ミ
ナ
ソ
ー
ダ
石
灰
ガ
ラ
ス（
酸

化
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
使
用
し
酸
化
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
が
多
く
酸
化
カ

ル
シ
ウ
ム
が
少
な
い
）
が
約
七
〇
点
、
植
物
灰
ガ
ラ
ス
（
植

物
の
灰
を
利
用
し
ナ
ト
ロ
ン
ガ
ラ
ス
よ
り
も
酸
化
マ
グ
ネ
シ
ウ

ム
や
酸
化
カ
リ
ウ
ム
の
含

が
ん
ゆ
う
り
ょ
う

有
量
が
多
い
）
が
約
七
五
点
、
ナ

ト
ロ
ン
ガ
ラ
ス
（
炭
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
や
炭
酸
水
素
ナ
ト
リ
ウ

ム
を
主
成
分
と
す
る
鉱
物
系
の
原
料
を
使
用
）
が
五
点
と
い

う
三
種
類
に
分
類
さ
れ
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

　

デ
ジ
タ
ル
顕
微
鏡
の
観
察
で
は
、
孔
と
平
行
に
並
ぶ

気
泡
の
列
や
長
く
伸
び
る
気
泡
筋
が
あ
る
様
子
が
観
察

さ
れ
、
引
き
伸
ば
し
法
と
呼
ば
れ
る
柔
ら
か
く
な
っ
た

ガ
ラ
ス
を
管
状
に
伸
ば
し
、
分
割
し
て
小
玉
を
製
作
す

る
技
法
の
ガ
ラ
ス
玉
が
多
い
こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
。

（
詳
し
く
は
本
号
だ
よ
り
二
〜
六
頁
参
照
）

参
考
文
献
　
鎌
田
涼
二
〇
二
四
「
常
陸
中
部
沿
岸
地
域
に
お
け
る
後
期
・
終

末
期
古
墳
出
土
ガ
ラ
ス
小
玉
へ
の
蛍
光
Ｘ
線
分
析
」『
筑
波
大
学 

先
史
学
・

考
古
学
研
究
』　

第
35
号　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
田
中
美
零
）展示風景
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����前期

3535
　
ホ
ト
ケ
ノ
ザ

　
ホ
ト
ケ
ノ
ザ

　

今
回
ご
紹
介
す
る
花
は
、
春
の
道
端
な
ど
で
よ
く
見
か
け
る
「
ホ
ト
ケ

ノ
ザ
（
仏
の
座
）」
で
す
。
別
名
「
サ
ン
カ
イ
グ
サ
（
三
階
草
）」
と
も
い

い
ま
す
。
ホ
ト
ケ
ノ
ザ
は
シ
ソ
科
オ
ド
リ
コ
ソ
ウ
属
の
植
物
で
、
北
海
道

を
除
く
日
本
全
土
に
分
布
し
て
い
ま
す
。
草
丈
は
一
○
～
三
○
㎝
で
、
葉

の
ふ
ち
は
ギ
ザ
ギ
ザ
し
て
お
り
、
葉
の
付
け
根
あ
た
り
に
約
二
㎝
の
紫
色

の
花
を
咲
か
せ
ま
す
。
開
花
時
期
は
三
月
か
ら
六
月
で
す
。
名
前
の
由
来

は
、
花
の
下
に
あ
る
葉
の
形
が
「
仏
様
の
台
座
」
に
似
て
い
る
こ
と
に
由

来
す
る
と
さ
れ
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
花
言
葉
に
は
「
調
和
」
や
「
小

さ
な
幸
せ
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
ホ
ト
ケ
ノ
ザ
と
い
う
と
「
春
の
七
草
」
を
思
い
出
し
ま
す
が
、
別
の
植

物
で
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
七
草
の
ホ
ト
ケ
ノ
ザ
は
「
コ
オ
ニ
タ
ビ

ラ
コ
（
小
鬼
田
平
子
）」
と
い
う
キ
ク
科
の
植
物
だ
そ
う
で
す
。
今
回
紹

介
し
た
ホ
ト
ケ
ノ
ザ
は
毒
性
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
食
用
に
は
お
勧
め
で
き

な
い
そ
う
で
す
。お
気
を
付
け
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
　（
稲
田
健
一
）2025.3.22

４
月

�

์
՝
ޙ
౳
デ
Π
α
ー
Ϗ
ス　

ウ
ỹ
ζ

Ϣ
ー
ͻ
た
ͪ
な
か
の
小
学
ੜ
ݟ
学
ʗ

��

ދ
௩
古
෿
石
ࣨ
点
ݕ
ʗ�����
地

蔵
根
遺
跡
試
掘
調
査
ʗ�����

南
宿
後

遺
跡
・
東
原
遺
跡
試
掘
調
査
ʗ�����

市
毛
下
坪
遺
跡
試
掘
調
査
ʗ��

ࢢ
ٞ

ձ
จ
ڭ
෱
ࢱ
ҕ
һ
ձ
ࢹ
察

５
月

����

向
坪
遺
跡
試
掘
調
査
ʗ��

ҵ
৓

Ω
リ
ス
ト
ڭ
大
学
ത
物
ؗ
実
श
実
຿
実

शʗ���

企
画
展
「
装
飾
古
墳
の
世
界

２
」
終
了
ʗ�����

新
平
遺
跡
試
掘
調

査
ʗ�����

老
ノ
塚
遺
跡
試
掘
調
査

ʗ�����

磯
合
古
墳
群
試
掘
調
査
ʗ

�����

田
宮
原
Ⅰ
遺
跡
試
掘
調
査
ʗ

���

ワ
ン
ケ
ー
ス
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
63

「
住
居
跡
に
残
さ
れ
た
灯
明
具
」開
始
ʗ

��

Ҩ
੻
Ί
͙
りủ
大
൵
ࢁ
石
෹
を
๚
Ͷ

て
」実
施
ʗ��

ᅳ
ላ
Ӄ
大
ላ
ത
物
ؗ
実

श
に
൐
う
ݟ
学
ʗ��

中
ࠜ
小
学
ߍ
̏

年
ੜ
ݟ
学

ʗ�����
三
反
田
新
堀
遺
跡
試
掘
調
査

ʗ��

水
ށ
ࢢ
ৗ
ཅ
史
料
ؗ
に
Ҩ
物
ି

出ừ
๶
ϊ
ٶ
古
෿
܈
の
৥
ྠ
な
Ͳ
Ử

ʗ��

౦
ژ
ࠃ
ཱ
ത
物
ؗ
ࢿ
料
ฦ
٫
ừ
ೕ

ҿ
み
ࣇ
を
๊
く
৥
ྠ
Ử

６
月

�

峯
ノ
山
遺
跡
試
掘
調
査
・
ҵ
৓
大
学

Ҫ
໺
ࢯ
ࢿ
料
ௐ
ࠪ
ừ
Լ
高
Ҫ
Ҩ
੻
ᙈ
な
Ͳ
Ử

（
ӈ
Լ
）
ʗ�

จ
化
ࡒ
ࣨ
主
࠵
จ
化
ࡒ
ߨ

࠲
ʗ��

ҵ
৓
大
学
出
ு
त
ừۀ
η
ン
タ
ー

の
׆
ಈ
に
ͭ
い
て
Ử
ʗ�����

市
毛
上
坪
遺

跡
試
掘
調
査
ʗ��

ࢢ
ੜ
֔
学
श
՝
こ

ら
΅%

&

ま
な
΅
ủ
ދ
௩
古
෿
と
十
五

郎
穴
ԣ
穴
ʵ܈

ࠃ
ࢦ
ఆ
史
੻
へ
の
า
み

と
こ
れ
か
ら

ʵ

」・
ੁ
୩
੢
小
学
ߍ
̒

年
ੜ
ݟ
学

ʗ��

ҵ
৓
大
学
出
ு
त
ۀ
ừ
ދ
௩
古
෿
の

อ
ଘ
に
ͭ
い
て
Ử・
ࠃ
ࡍ
ަ
ྲྀ
α
ー
Ϗ
ス
ஂ

ମ
ݟ
学
ʗ���

堀
口
遺
跡
試
掘
調
査
開

始
ʗ��
ງ
ޱ
小
学
ߍ
̐
年
ੜ
ݟ
学

７
月

��

堀
口
遺
跡
試
掘
調
査
終
了
ʗ���

老
ノ
塚
遺
跡
試
掘
調
査
ʗ���
向
坪
遺

跡
試
掘
調
査
ʗ�

ҵ
৓
ݝ
ཱ
ྺ
史
ؗ

৬
һ
研
म
ʗ��

ワ
ン
ケ
ー
ス
・
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
63
「
住
居
跡
に
残
さ
れ
た
灯
明
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具
」終
了
ʗ����

市
毛
下
坪
遺
跡
試
掘

調
査
ʗ�����

市
毛
上
坪
遺
跡
試
掘
調

査
ʗ���
ワ
ン
ケ
ー
ス
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
6�
「
े
ޒ
࿠
݀
ग़
౔
の
ۄ
ྨ
」
開
始

ʗ��

;
Δ
さ
ͱ
ߟ
古
ֶ
ᶃ「
Α
͏
͜
ͦ

ߟ
古
ֶ
΁
̍
」ớ
ߨ
ࢣ
⽅
さ
͔
͍
ͻ
Ζ
͜

ࢯ
Ờ
ʗ��

;
Δ
さ
ͱ
ߟ
古
ֶ
ᶄ「
Α
͏

͜
ͦ
ߟ
古
ֶ
΁
２
」ớ
ߨ
ࢣ
⽅
さ
͔
͍
ͻ

Ζ
͜
ࢯ
・
ւ
老
原
࢛
࿠
ࢯ
Ờ
ʗ���
向

坪
遺
跡
ൃ
掘
調
査
開
始
ʗ��

小
美
玉

ࢢ
小
઒
ࢿ
料
ؗ
ࢿ
料
ି
出
ừ
෢
田
Ҩ
੻
܈

ଠ
平
༸
ઓ
૪
ؔ
࿈
ࢿ
料
Ửʗ��

ひ
た
ち
な
か

キ
ャ
リ
ア
探
検
ラ
リ
ー
①
ʗ��

佐
໺

小
学
ߍ
学
ಐ
Ϋ
ラ
ϒ
ݟ
学

８
月

�

;
Δ
さ
ͱ
ߟ
古
ֶ
ᶅ
「
୳
๚
ʂ
അ
౉

͸
に
Θ
ެ
Ԃ
」ớ
ߨ
ࢣ
⽅
ॿ
઒
ྒ
ࢯ
・
さ

͔
͍
ͻ
Ζ
͜
ࢯ
Ờ
ʗ���

東
原
遺
跡
試

掘
調
査
ʗ��

ࠃ
Ӧ
ͻ
た
ͪ
ւ
඿
ެ
Ԃ

ủ
ޯ
玉
ͮ
く
り
に
௅
ઓ
ࢦ「
ಋ
ʗ�����

ߴ
໺
෌
࢜
山
遺
跡
試
掘
調
査
・
Π
ン

タ
ー
ン
シ
ỽ
ϓ
（
ҵ
৓
大
学
・
大
࠺
ঁ

子
大
学
）
ʗ�����

ത
物
ؗ
実
श
（
筑

波
大
学
・
ۨ
ᖒ
大
学
）

ʗ��

ࢢ
ڭ
৬
һ
研
म
・
ͻ
た
ͪ
な
か

Ω
Ỿ
リ
ア
୳
ݕ
ラ
リ
ー
ᶄ

ʗ�����

ࠇ
އ
遺
跡
試
掘
調
査
ʗ��

;
Δ
さ
ͱ
ߟ
古
ֶ
ᶆ
「
遺
跡
͔
Β
ߟ
͑

Δ
ઓ
૪
」ớ
ߨ
ࢣ
⽅
ۄ
઒
ཬ
ࢠ
ࢯ
・
さ
͔

͍
ͻ
Ζ
͜
ࢯ
Ờ
ʗ�����

౦
๺
学
Ӄ
大

学
ԕ
౻
ࢯ
ࢿ
料
ௐ
ừࠪ
෢
田
੢
്
Ҩ
੻
石
ث
Ử

ʗ���

田
宮
原
Ⅰ
遺
跡
試
掘
調
査
開
始

９
月

����

ࣲ
田
遺
跡
試
掘
調
査
ʗ�

明
࣏

大
学
઒
ޱ
ࢯ
ࢿ
料
ௐ
ừࠪ
෢
田
石
高
Ҩ
੻
土

ث
Ử（
ӈ
Լ
）ʗ��

田
宮
原
Ⅰ
遺
跡
試
掘
調

査
終
了
ʗ��

ワ
ン
ケ
ー
ス
・
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
6�「
े
ޒ
࿠
݀
ग़
౔
の
ۄ
ྨ
」終

了
ʗ��

ҵ
৓
ݝ
ཱ
ྺ
史
ؗ
ࢿ
料
ି
出
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ừ
ೕ
ҿ
み
ࣇ
を
๊
く
৥
ྠ
Ử
ʗ���

向
坪
遺
跡

ൃ
掘
調
査
終
了
ʗ��

ৗ
ཅ
史
料
ؗ
ࢿ

料
ฦ
٫
ʗ�����

市
毛
上
坪
遺
跡
試
掘

調
査
ʗ��

;
Δ
さ
ͱ
ߟ
古
ֶ
ᶇ
「
ދ

塚
・
े
ޒ
࿠
݀
の
·
Θ
Γ
の
ί
ケ
の
世

界
」ớ
ߨ
ࢣ
⽅
ӏ
୔
ඒ
ึ
ࢠ
ࢯ
・
さ
͔
͍

ͻ
Ζ
͜
ࢯ
Ờʗ��

;
Δ
さ
ͱ
ߟ
古
ֶ
ᶈ

「
ދ
塚
・
े
ޒ
࿠
݀
の
·
Θ
Γ
の
২
෺
」

ớ
ߨ
ࢣ
⽅
খ
഼
࿨
உ
ࢯ
・
さ
͔
͍
ͻ
Ζ

͜
ࢯ
Ờ
ʗ���

ി
ノ
原
遺
跡
試
掘
調
査

開
始

　編
集
後
記
の

　

 

　二
○
二
五
年
二
月
、
市
内
の
船ふ

な

窪く
ぼ

遺
跡
群
や
三み

反た
ん

田だ

蜆し
い

塚づ
か

貝
塚
な
ど
の
発
掘
調
査
で
ご
活
躍
な
さ
っ
た
窪
田

恵
一
さ
ん
が
急
逝
さ
れ
た
。
突
然
の
お
別
れ
だ
っ
た
の

で
、
私
は
数
日
間
気
が
抜
け
た
よ
う
な
状
態
だ
っ
た
。

　窪
田
さ
ん
は
、
在
野
の
考
古
学
者
で
、
茨
城
県
内
を

中
心
に
た
く
さ
ん
の
遺
跡
を
訪
れ
、
ご
指
導
を
さ
れ
て

い
た
。
特
に
、
旧
石
器
時
代
の
研
究
で
は
、
ひ
た
ち
な

か
市
を
含
め
茨
城
県
の
旧
石
器
文
化
の
発
展
に
貢
献
さ

れ
た
研
究
者
で
あ
る
。

　ひ
た
ち
な
か
市
で
は
、
一
九
九
八
年
に
船
窪
遺
跡
群

船
窪
遺
跡
と
ぼ
ん
ぼ
り
山
遺
跡
で
調
査
員
を
務
め
て
い

た
だ
き
、
そ
の
後
の
整
理
作
業
と
報
告
書
で
は
旧
石

器
時
代
の
遺
物
を
ま
と
め
て
い
た
だ
い
た
。
翌
年
の

一
九
九
九
年
に
は
、
三
反
田
蜆
塚
貝
塚
の
調
査
員
を
務

め
、
現
在
市
の
指
定
文
化
財
に
な
っ
て
い
る
土
偶
を
発

掘
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
遺
跡
で
は
新
人
職
員
に
対

し
て
優
し
く
丁
寧
に
考
古
学
の
指
導
も
行
っ
て
い
た
。

　こ
こ
数
年
は
定
期
的
に
ひ
た
ち
な
か
市
を
訪
問
し
て

く
れ
て
、
旧
石
器
時
代
の
指
導
や
県
内
の
遺
跡
の
情
報

等
を
お
話
し
に

な
っ
て
い
た
。
こ

れ
か
ら
は
、
楽
し

く
お
話
し
す
る
機

会
が
な
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
。
謹
ん

で
ご
冥
福
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。

月
։館

日਺

ਓݸ ஂମ ܭ

ʢਓ） ʢஂମ） ʢਓ） ʢਓ）
̐月 26 325 2 (0
 �2 (0
 33�

̑月 2� 288 5 (3
 ��� (�02
 �32
̒月 25 282 6 (2
 226 (�26
 508
̓月 2� 3�5 5 (0
 �� (0
 �3�
̔月 2� 5�8 �3  (0
 ��� (0
 635
̕月 25 2�� 2 (0
 �0 (0
 25�
ܭ߹ �5� ���� 33 (5
 633 (228
 26�0
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